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　前回は大企業内で新規事業を生
み出し続けるための組織編制・マ
ネジメントについて整理しまし
た。大企業のなかでそのような新
規事業特有の組織編制・マネジメ
ントを実装した組織を「出島」と
呼ぶことがあります。今回は，出
島の具体的な事例と特有の課題を
整理します。

「出島」とは？
その特徴的な取り組み事例
　一般に「出島」とは，イノベー
ション促進を目的に，既存の組織
風土や意思決定プロセスから切り
離した組織のことを指します。私
の所属するパーソルイノベーション
という会社もパーソルグループの
出島である「R&D Function Unit」
に属しています。
　新規事業の創出に向け大企業が
出島を作る例は，特に 5年ほど前
からよく耳にするようになりまし
た。出島は，オーガニック（大企
業が自前で用意する人員等のリソ
ースのみを活用した事業開発）に
限らず，オープンイノベーション
（外部の知識や技術を活用した事
業開発）を行う場所としても有効
です。特に近年はベンチャーキャ
ピタル（VC）機能を使った事例
が増えてきました。特徴的な取り
組みをいくつか紹介します。

●Corporate Venture Capi-
tal（CVC）の活用
　JR東日本スタートアップ株式
会社は，JR東日本が運用するコ
ーポレートベンチャーキャピタル
です。JR東日本側が設定した事
業テーマに基づき，共創を希望す
るスタートアップを募り，スター
トアップに対し共創に必要な資本
と場所（駅や鉄道など）を提供し
ています。初期投資時点で50億
円の運用予算を持ち，設立 5年間
で1,000件超の共創応募，50件超
の事業化に成功したそうです。無
人決済店舗事業『TOUCH TO 
GO』はその成果の 1つです。
　我々のグループでもパーソルベ
ンチャーパートナーズというCVC
を設立し，事業創出に役立ててい
ます。
●外部のVCとの“座組”
　WiLやglobal brain，Spiral Cap-
italのように大企業のオープンイ
ノベーション支援を主要サービス
の 1つとするVCがあります。こ
うしたVCは，ファンド運営を通
じて蓄積した投資・事業立ち上げ
ノウハウをもとにした幅広い新規
事業創出支援を提供しています。
なかには大企業のCVC運営その
ものを受託し，大企業の組み手と
して有望なスタートアップのソー
シングを担うケースもあります。

●GCPJの提供するSSIモデルの
活用
　Global Catalyst Partners Japan
（GCPJ）は，シリコンバレーのVC
を起源とする日本のファンドで
す。同社が提供する大企業とのオ
ープンイノベーション手法に“Struc-
tured Spin-in（SSI）”というモデ
ルがあります。
① 様々な問題で大企業の中では事
業化が難しいアイデアと，事業
化を担う経営人材をGCPJに里
子に出す
② GCPJが100％出資するスター
トアップとして，不確定要素の
多い初期フェーズを乗り切って
もらう
③ うまく育ったタイミングで大企
業が買収する
というステップで事業創出を行い
ます。要は，スタートアップ育成
の専門家であるVCファンドメン
バーに当事者として新規事業育成
を担ってもらう手法です。
　我々のグループでは，GCPJへの
出資およびSSIモデルを活用した
事業創出を進めています（図表 1）。

出島であることでの課題
　新規事業創出組織としての「出
島」の語源は，いうまでもなく江
戸時代に長崎にあった「出島」で
す。当時，出島は外国から来たあ
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らゆるものの国内流入を防止する
ために生まれました。日本本国か
ら見ると出島は異質で受け入れが
たいものであるため，出島に寄港
する外国人が持っていた最新の科
学的知見が国中に行き渡ることは
ほとんどありませんでした。
　新規事業特区としての「出島」
も，同じジレンマを抱えています。
本来「出島」が強いのは新規事業
の初期段階（いわゆる 0⇒ 1フェ
ーズ， 0⇒10フェーズ）で，さ
らに既存事業なみに大きく成長す
る段階（10⇒100フェーズ）には
本国，つまり大企業本体の全面協
力が有効です。しかし，なかなか
うまく協力が得られないのです。
また，「出島」での事業創出を経
て得られた新しい知見を既存事業
に実装することで，既存事業側を
大きく変革させられる場合もあり
ます。近年，DX文脈で「出島」の
知見を既存事業に還流させる試み
を耳にする機会は増えています。
しかし，こちらも実際はうまくい
かないのです。

　既存事業側から見る「出島」は
あまりに遠く，生み出された成果
や変化に当事者意識をもって認識
することは困難です。多数の大企
業で「出島」が作られても，何年
か経つうちに，こうした理由によ
りせっかくの「出島」が生かしに
くい状況が生まれつつあるのでは
ないかと思います。

「出島」と本社を
うまくつなぐには？
　まず必要なのは，経営トップの
コミットメントとリーダーシップ
です。「出島」の存在理由や重要性，
生み出される成果について繰り返
し言及し，自ら音頭を取って出島
と既存事業の協力体制を敷いてい
くこと。出島組織を経営トップの
直下に置くのも有効です。同様に
重要なのは，出島と既存組織側と
の接点（出島側の狙いや取り組み
の共有，人材の交流，実務レベル
での連携等）を地道に増やすこと
により，出島そのものへの理解と
根本的な仲間意識を作り上げてい

くことです。
　なお，こうした取り組みそのも
のを人事制度等で仕組み化してい
くことも有効ですが，出島側が主
体的に働きかけ続けることが何よ
り重要です。草の根的な活動を通
じ味方を増やすことで徐々に既存
組織側を巻き込んだ活動が進みや
すくなる実感があります。
●パーソルイノベーションの例
　我 「々出島」である“R&D Func-
tion Unit”は，現在，グループ主
要事業である派遣や人材紹介等の
横並びにある事業組織（Strategic 
Business Unit）ではなく，新領
域開発のための機能横断組織
（Function Unit）と位置づけてい
ます。当組織の前身が創設された
2020年 4月当時は，この「出島」
組織も事業組織（Strategic Busi-
ness Unit）の 1つとして位置付
けていましたが，2023年の 4月
から現在のような位置づけに変化
させています。こうした変化の背
景の 1つに，同様の課題感があっ
たことは確かです（図表 2）。
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図表1　「出島」への関わり方
「出島」特有の課題

「出島」は既存事業からあまり
に遠く，既存事業側は当事者意
識を持ちにくい

•「出島」で生まれた事業を
育てるための協力が得られない
•「出島」の成果を既存事業の
変革に積極的に生かす機運が
生まれない

□ 経営トップのコミットメントと
リーダーシップ
（自ら音頭を取って進める）
□ 「出島」と既存事業の接点
を地道に増やし，理解と共
感（仲間意識）を育てる

図表2　「出島」の課題と解決策
解決策


